
日本海ガス
富 山 市

環
境
都
市
構
想
に
協
力

目
指
せ
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
ー

環
境
に
加
え
安
全
・
安
心
を
重
視

未
来
都
市
の
目
玉
事
業

日
本
海
ガ
ス
が
参
画
・
検
討

富
山
市
は
「
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
ー
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
す
る
「
環
境
未
来
都
市
計
画
」
を
策
定
し
、

さ
ま
ざ
ま
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
推
進
し
て
い
る
。
日
本
海
ガ
ス
は
地
元
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
者
と
し
て
、

積
極
的
に
こ
れ
ら
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
協
力
し
て
い
る
。
こ
の
ほ
ど
主
要
施
設
が
完
成
し
た
「
富
山
市
セ

ー
フ
＆
環
境
ス
マ
ー
ト
モ
デ
ル
街
区
」
も
そ
の
一
つ
で
、
環
境
未
来
都
市
計
画
の
目
玉
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

だ
。

セ
ー
フ
＆
環
境
ス
マ
ー
ト
モ

デ
ル
街
区
は
、
富
山
市
と
大
和

ハ
ウ
ス
工
業
が
官
民
連
携
（
Ｐ

Ｐ
Ｐ
）
で
進
め
て
き
た
。
市
内

北
部
の
小
学
校
跡
地
を
利
用

し
、
①
公
民
館
（
図
書
館
分
館

と
地
区
セ
ン
タ
ー
を
併
設
）、

②
戸
建
分
譲
住
宅
団
地
、
③
市

立
豊
田
保
育
所
―
を
整
備
し

た
。
街
区
全
体
の
１
次
エ
ネ
ル

ギ
ー
消
費
を
実
質
ゼ
ロ
に
す
る

「
ネ
ッ
ト
・
ゼ
ロ
・
エ
ネ
ル
ギ

ー
タ
ウ
ン
」
を
目
指
す
。

①
の
公
民
館
と
②
の
住
宅
団

地
に
つ
い
て
は
、
市
が
１５
年
に

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
入
札
を
実
施
、

大
和
ハ
ウ
ス
の
提
案
を
採
用
し

た
。
公
民
館
は
同
社
が
建
設
、

住
宅
団
地
は
モ
デ
ル
ハ
ウ
ス
を

含
め
全
２１
棟
を
大
和
ハ
ウ
ス
が

分
譲
・
販
売
す
る
。
公
民
館
と

モ
デ
ル
ハ
ウ
ス
は
１７
年
１０
月
に

完
成
済
み
、
住
宅
団
地
は
１９
年

末
ま
で
に
完
成
予
定
だ
。
③
の

保
育
所
は
、
既
存
施
設
の
老
朽

化
で
改
修
を
急
ぐ
必
要
が
あ
っ

た
た
め
、
市
が
単
独
で
１６
年
６

月
に
完
成
さ
せ
た
。
い
ず
れ
も

太
陽
光
発
電
、
ガ
ス
コ
ー
ジ
ェ

ネ
レ
ー
シ
ョ
ン
（
住
宅
は
エ
ネ

フ
ァ
ー
ム
）、
蓄
電
池
の
３
電

池
設
置
型
と
し
た
。

富
山
市
環
境
政
策
課
の
東
福

光
晴
課
長
代
理
は
「
モ
デ
ル
街

区
は
、
低
炭
素
・
省
エ
ネ
と
い

う
環
境
性
、
公
共
交
通
を
生
か

す
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
ー
づ
く

り
、
質
の
高
い
生
活
環
境
の
提

供
の
三
つ
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
計

画
し
た
。
環
境
や
コ
ン
パ
ク
ト

シ
テ
ィ
ー
と
言
っ
て
も
市
民
の

心
に
な
か
な
か
響
か
な
い
。
ぜ

ひ
住
み
た
い
と
思
っ
て
い
た
だ

く
た
め
に
、
質
の
高
い
生
活
環

境
づ
く
り
、
特
に
防
災
を
含
む

安
全
・
安
心
面
に
配
慮
し
た
街

区
と
な
っ
て
い
る
」
と
話
す
。

こ
の
た
め
モ
デ
ル
街
区
内
に

手
厚
い
災
害
対
応
策
を
用
意
し

た
。
公
共
施
設
に
は
、
停
電
対

応
型
マ
イ
ク
ロ
コ
ー
ジ
ェ
ネ

（
出
力
は
保
育
園
９
・
９
!
、

公
民
館
５
・
０
!
）、
公
民
館

に
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
蓄
電
池
シ
ス

テ
ム
（
容
量
６
・
２
!
ｈ
）
な

ど
を
整
備
、
停
電
時
で
も
電
気

が
使
え
る
よ
う
に
し
た
。

日
本
海
ガ
ス
は
、
街
区
内
の

公
共
施
設
に
コ
ー
ジ
ェ
ネ
レ
ー

シ
ョ
ン
を
納
入
し
た
ほ
か
、
街

区
内
の
導
管
敷
設
時
に
災
害
に

強
い
ガ
ス
供
給
方
式
を
採
用
し

た
。
も
と
も
と
モ
デ
ル
街
区
内

に
は
、
耐
震
性
に
優
れ
た
中
圧

導
管
が
接
続
さ
れ
た
地
区
ガ
バ

ナ
ー
が
あ
り
、
そ
れ
を
活
用
し

た
。「
モ
デ
ル
街
区
内
の
各
施

設
に
は
、
地
区
ガ
バ
ナ
ー
か
ら

直
接
分
岐
さ
せ
た
低
圧
の
専
用

管
で
ガ
ス
を
供
給
し
て
い
る
。

独
立
性
が
高
い
た
め
、
地
震
等

で
他
の
エ
リ
ア
が
供
給
停
止
に

な
っ
て
も
ガ
ス
供
給
が
継
続
さ

れ
る
か
、
早
期
復
旧
が
可
能

だ
」（
今
村
一
朗
エ
ネ
ル
ギ
ー

営
業
部
都
市
エ
ネ
ル
ギ
ー
グ
ル

ー
プ
マ
ネ
ジ
ャ
ー
）
と
話
す
。

今
回
の
セ
ー
フ
＆
環
境
ス
マ

ー
ト
モ
デ
ル
街
区
は
、
富
山
市

の
「
環
境
未
来
都
市
計
画
」

（
第
２
次
、
１７
年
３
月
策
定
）

の
目
玉
事
業
の
一
つ
だ
。
富
山

市
は
、
１１
年
１２
月
に
国
が
先
進

的
な
都
市
と
し
て
サ
ポ
ー
ト
す

る
「
環
境
未
来
都
市
」
構
想
の

一
つ
に
選
定
さ
れ
て
お
り
、
環

境
未
来
都
市
計
画
は
そ
れ
を
具

体
化
す
る
も
の
だ
。
日
本
海
ガ

ス
は
環
境
未
来
都
市
を
推
進
す

る
官
民
に
よ
る
協
議
会
メ
ン
バ

ー
に
も
入
っ
て
い
る
。

富
山
市
は
取
り
組
み
の
背
景

に
つ
い
て
こ
う
語
る
。「
０５
年

に
７
市
町
村
が
合
併
し
、
当
市

は
市
街
地
か
ら
立
山
連
峰
の
一

部
の
山
間
地
ま
で
多
様
な
地
域

を
抱
え
る
市
に
な
っ
た
。
全
国

平
均
よ
り
速
い
ペ
ー
ス
で
人
口

減
少
、
超
高
齢
化
が
進
む
見
通

し
で
、
そ
れ
を
前
提
に
、
２０

年
、
３０
年
先
の
将
来
世
代
の
立

場
に
立
っ
た
持
続
可
能
な
都
市

づ
く
り
を
す
る
こ
と
が
必
要
と

い
う
認
識
に
至
っ
た
」（
東
福

氏
）。そ

れ
を
解
決
す
る
の
が
「
コ

ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
ー
」
の
考
え

だ
。「
行
政
管
理
コ
ス
ト
上
昇

を
抑
制
す
る
た
め
に
は
、
コ
ン

パ
ク
ト
シ
テ
ィ
ー
化
は
必
然
。

合
併
前
の
市
町
村
ご
と
に
地
域

生
活
の
拠
点
が
あ
り
、
そ
の
暮

ら
し
を
維
持
し
な
が
ら
進
め

る
。
こ
の
た
め
、
一
つ
一
つ
の

街
を
『
団
子
』
と
し
て
都
市
機

能
を
コ
ン
パ
ク
ト
に
集
約
し
、

か
つ
公
共
交
通
を
『
串
』
に
し

て
結
び
付
け
る
『
団
子
と
串
』

の
街
づ
く
り
を
進
め
て
い
る
」

と
い
う
。
串
に
な
る
の
が
、
次

世
代
型
路
面
電
車
シ
ス
テ
ム

（
Ｌ
Ｒ
Ｔ
）
を
は
じ
め
と
す
る

一
定
以
上
の
サ
ー
ビ
ス
水
準
の

公
共
交
通
だ
。
モ
デ
ル
街
区
の

場
所
選
定
で
も
、
Ｌ
Ｒ
Ｔ
の
駅

や
バ
ス
停
か
ら
の
距
離
を
考
慮

し
た
。
そ
れ
に
よ
り
自
動
車
利

用
を
抑
制
で
き
る
。
歩
く
機
会

を
増
や
せ
ば
、
市
民
の
健
康
増

進
や
、
商
店
街
の
活
性
化
な
ど

の
好
循
環
を
生
み
出
す
効
果
も

狙
え
る
。

供
給
所
跡
地
が
候
補
に

富
山
市
は
、
こ
の
モ
デ
ル
街

区
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
検
討
に
当
た

っ
て
、
１２
年
５
月
か
ら
「
セ
ー

フ
＆
環
境
ス
マ
ー
ト
モ
デ
ル
街

区
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
（
Ｐ

Ｔ
）」
を
設
置
、
そ
こ
に
日
本

海
ガ
ス
、
日
本
ガ
ス
協
会
、
大

和
ハ
ウ
ス
な
ど
１５
の
企
業
・
学

識
者
が
メ
ン
バ
ー
と
し
て
参
画

し
た
。
Ｐ
Ｔ
は
同
年
内
に
、

「
人
口
や
都
市
機
能
の
集
約
」

「
公
共
交
通
」「
低
炭
素
」「
安

全
・
安
心
」「
交
流
・
健
康
」

「
景
観
」
と
い
う
事
業
コ
ン
セ

プ
ト
を
ま
と
め
た
。
次
に
候
補

地
選
定
に
進
ん
だ
。

現
在
の
土
地
に
決
ま
る
前
、

一
時
期
日
本
海
ガ
ス
の
「
山
室

地
区
供
給
所
跡
地
」（
面
積
約

５
０
０
０
㎡
）
を
候
補
地
と
し

て
、
事
業
化
調
査
を
行
っ
た
。

当
時
、
同
社
の
技
術
部
に
所
属

し
て
い
た
常
川
裕
司
エ
ネ
ル
ギ

ー
営
業
部
産
業
エ
ネ
ル
ギ
ー
グ

ル
ー
プ
係
長
は
「
事
業
化
調
査

で
は
、
当
社
を
含
む
複
数
会
社

で
特
定
目
的
会
社
を
設
立
し
、

街
区
内
で
特
定
供
給
を
行
う
ス

キ
ー
ム
を
検
討
し
た
。
当
社
は

導
管
に
重
点
投
資
し
て
い
た
の

で
、
山
室
地
区
で
の
モ
デ
ル
街

区
事
業
化
は
最
終
的
に
断
念
し

た
が
、
そ
の
ノ
ウ
ハ
ウ
は
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
通
じ
て
、

今
回
の
モ
デ
ル
街
区
に
生
か
さ

れ
て
い
る
と
思
う
」
と
振
り
返

る
。東

福
氏
は
「
環
境
未
来
都
市

は
、
市
民
が
自
分
ご
と
と
し
て

環
境
問
題
に
取
り
組
む
よ
う
に

な
る
ま
で
の
、
息
の
長
い
取
り

組
み
。
地
域
に
根
差
し
た
エ
ネ

ル
ギ
ー
会
社
で
あ
る
日
本
海
ガ

ス
は
重
要
な
パ
ー
ト
ナ
ー
だ
」

と
期
待
を
示
す
。
先
進
的
な
自

治
体
の
持
続
可
能
な
街
づ
く
り

の
協
力
者
と
し
て
、
日
本
海
ガ

ス
の
存
在
感
は
増
し
て
い
き
そ

う
だ
。

女鳥羽川にかかる千歳橋。江戸時代は大手橋と呼ば

れ、川南の町人町と川北の武家地をつなぎ、松本城へと

続く木橋でした。明治 9年に松本城大手門の石垣を使い

石橋として生まれ変わった際、名称を千歳橋に。現在は

親柱と欄干にガス燈が取り付けられ、中心市街地と河

川、山並みが一体となった景観に彩りを添えています。

▼本社＝富山市城北町▼創

業＝1913 年（前身の富山電

気がガス事業を創業）▼社

長＝新田八朗▼供給区域＝

富山市、高岡市、射水市▼

需要家件数＝7万 6300 件

（2017 年度見込み。普及率

58.6％）▼グループ会社＝

ＬＰガス配送・充てんなど

の「テルサウェイズ」、ガ

ス工事、ガス機器販売、住

宅設備、建築工事、リース

事業などの「モット日本海

ガス」、ガス・空調衛生工

事などの「サプラ」

日
本
ガ
ス
協
会
の
ペ
ー

ジ
に
関
す
る
お
問
い
合
わ

せ
は
広
報
室
、
小
野
（
㑭

０
３
・
３
５
０
２
・
０
１

１
２
）
ま
で
。

東福氏

日本海ガスのプロフィール

今村氏

街区内にある中圧ガバナーから専用の

低圧導管網を敷いてガスを供給

住宅管理組合の防災備蓄倉庫（右）内

に、市が所有する簡易式トイレを保

管。災害時に住民自らがセットする（左）

左から順に「保育所」、「公民館・地区センター・図書館分

館」、太陽光パネルが設置された「屋根付き駐車場」

タウン内の住宅は全て太陽光、エネファーム、蓄電池の 3

電池を設置

常川氏

千歳（せんさい）橋（長野県松本市）

撮影：川村典幸

（毎週月曜日発行・週刊）（第三種郵便物認可）ガ ス エ ネ ル ギ ー 新 聞日14月5（平成30年）年2018日本ガス協会のページ9

Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
事
業
に
参
加

京和ガス
流 山 市

１２
施
設
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
供
給

先
進
自
治
体
と
民
間
の
知
見
生
か
す

井
上
雅
之
室
長

流
山
市
フ
ァ
シ
リ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
推
進
室

公
立
校
で
屋
根
借
り
太
陽
光
も

人
口
減
少
と
高
齢
化
が
進
ん
で
い
く
と
、
地
方
自
治
体
の
税
収
は
減
る
一
方
、
社
会
保
障
費
は
増
え
、

財
政
状
況
は
厳
し
さ
を
増
す
。
そ
う
し
た
状
況
に
、
高
度
成
長
期
に
建
て
ら
れ
た
公
共
施
設
や
イ
ン
フ

ラ
が
老
朽
化
し
て
補
修
・
建
て
替
え
の
時
期
を
迎
え
、
追
い
打
ち
を
か
け
る
―
。
多
く
の
自
治
体
を
悩

ま
せ
る
こ
う
し
た
課
題
に
対
し
、
千
葉
県
流
山
市
は
、
民
間
企
業
と
先
進
自
治
体
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
積
極

的
に
活
用
す
る
「
二
つ
の
Ｐ
Ｐ
Ｐ
（
官
民
連
携
、
官
官
連
携
）」
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
掲
げ
、
施
設
管
理
に

取
り
組
ん
で
い
る
。
地
元
の
京
和
ガ
ス
は
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
関
す
る
知
見
・
ア
イ
デ
ア
を
生
か
し
、
市
と

積
極
的
に
連
携
し
て
い
る
。

流
山
市
は
こ
の
コ
ン
セ
プ
ト

に
基
づ
き
、
①
民
間
事
業
者
の

知
見
を
取
り
入
れ
た
デ
ザ
イ
ン

ビ
ル
ド
型
の
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
事
業
、

②
事
業
者
提
案
制
度
―
に
取
り

組
ん
で
い
る
。

一
つ
目
の
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
（
Ｅ
ｎ

ｅ
ｒ
ｇ
ｙ

Ｓ
ｅ
ｒ
ｖ
ｉ
ｃ
ｅ

Ｃ
ｏ
ｍ
ｐ
ａ
ｎ
ｙ
）
は
、
空

調
や
ボ
イ
ラ
ー
な
ど
、
各
種
エ

ネ
ル
ギ
ー
設
備
を
更
新
し
た
い

需
要
家
の
代
わ
り
に
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ

事
業
者
が
最
新
の
設
備
を
導
入

し
、
省
エ
ネ
を
図
り
な
が
ら
、

エ
ネ
ル
ギ
ー
を
供
給
す
る
仕
組

み
。Ｅ

Ｓ
Ｃ
Ｏ
事
業
者
は
、
光
熱

費
の
削
減
分
か
ら
サ
ー
ビ
ス
料

金
を
徴
収
し
、
そ
こ
か
ら
設
備

の
導
入
コ
ス
ト
も
賄
う
。
需
要

家
は
設
備
更
新
等
の
イ
ニ
シ
ャ

ル
コ
ス
ト
が
不
要
に
な
る
メ
リ

ッ
ト
が
得
ら
れ
る
だ
け
で
な

く
、
光
熱
費
削
減
と
と
も
に
低

炭
素
化
も
図
れ
る
。

昨
年
度
ま
で
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
を
担
当
し
、
現
在
は
総
合
政

策
部
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
課
係
長

を
務
め
る
枝
松
久
雄
氏
は
、
同

市
が
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
を
取
り
入
れ
た

理
由
を
「
老
朽
施
設
の
維
持
管

理
等
に
予
算
が
必
要
と
な
る

中
、
イ
ニ
シ
ャ
ル
コ
ス
ト
を
か

け
ず
に
空
調
等
の
更
新
が
行
え

る
点
が
最
も
大
き
な
理
由
」
と

説
明
す
る
。

Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
を
取
り
入
れ
る
に

当
た
り
、
同
市
は
他
の
自
治
体

の
取
り
組
み
な
ど
を
参
考
に
、

二
つ
の
課
題
を
解
決
し
た
。

一
つ
は
小
規
模
施
設
で
も
Ｅ

Ｓ
Ｃ
Ｏ
が
導
入
で
き
る
仕
組
み

の
採
用
だ
。
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
事
業
者

は
光
熱
費
の
削
減
分
か
ら
設
備

の
イ
ニ
シ
ャ
ル
コ
ス
ト
を
捻
出

す
る
の
で
施
設
の
規
模
が
小
さ

い
と
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
を
導
入
し
に
く

い
。
同
市
の
公
共
施
設
の
多
く

は
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
の
導
入
が
難
し
い

小
規
模
な
施
設
だ
っ
た
こ
と
か

ら
、
先
行
自
治
体
を
参
考
に
、

Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
事
業
者
に
毎
月
、
イ

ニ
シ
ャ
ル
コ
ス
ト
の
一
部
を
市

が
負
担
す
る「
小
規
模
補
正
」の

仕
組
み
を
取
り
入
れ
た
。

も
う
一
つ
は
事
業
化
可
能
性

調
査
を
行
わ
な
い
点
だ
。
省
エ

ネ
ル
ギ
ー
セ
ン
タ
ー
に
無
料
の

省
エ
ネ
診
断
を
し
て
も
ら
い
、

そ
の
結
果
を
可
能
性
調
査
の
代

わ
り
と
し
た
。

デ
ザ
イ
ン
ビ
ル
ド
型

民
間
事
業
者
の
知
見
を
活
用

す
る
た
め
、
デ
ザ
イ
ン
ビ
ル
ド

と
い
う
手
法
も
考
案
し
た
。
こ

れ
は
、
市
が
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
で
依
頼

し
た
い
内
容
の
う
ち
、
ま
ず
は

必
要
最
低
限
の
条
件
を
提
示
し

て
事
業
の
優
先
交
渉
権
者
を
決

め
、
そ
の
後
、
詳
細
な
業
務
の

中
身
を
両
者
が
協
議
し
て
決
め

る
仕
組
み
だ
。
こ
れ
に
よ
り
民

間
の
ノ
ウ
ハ
ウ
や
技
術
力
を
最

大
限
に
生
か
す
。

同
市
が
は
じ
め
に
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ

を
導
入
し
た
施
設
は
保
健
セ
ン

タ
ー
。
空
調
設
備
等
を
更
新

し
、
さ
ら
に
各
種
省
エ
ネ
対
策

を
施
す
こ
と
に
よ
り
、
施
設
の

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
率
を
１０
％
以
上

と
す
る
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
事
業
者
を
２

０
１
０
年
度
に
募
集
。
検
討
の

結
果
、
応
募
事
業
者
の
中
か
ら

京
和
ガ
ス
が
優
先
交
渉
権
者
に

選
ば
れ
た
。

京
和
ガ
ス
は
そ
れ
ま
で
、
Ｅ

Ｓ
Ｃ
Ｏ
事
業
を
手
掛
け
た
こ
と

は
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
保
健

セ
ン
タ
ー
に
は
そ
れ
ま
で
ガ
ス

吸
収
式
空
調
シ
ス
テ
ム
が
設
置

さ
れ
、
京
和
ガ
ス
が
ガ
ス
供
給

を
担
っ
て
き
た
。
電
化
攻
勢
が

激
し
く
な
る
中
、
応
募
し
な
い

場
合
、
電
化
設
備
が
導
入
さ
れ

る
可
能
性
も
あ
っ
た
こ
と
か
ら

対
応
を
決
め
た
。

ま
ず
、
省
エ
ネ
関
連
事
業
を

手
掛
け
る
ジ
ョ
ン
ソ
ン
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
ズ
の
協
力
を
得
な
が

ら
、
Ｇ
Ｈ
Ｐ
導
入
の
ほ
か
に
、

窓
ガ
ラ
ス
部
分
に
フ
ィ
ル
ム
を

貼
り
、
室
内
の
温
度
上
昇
を
抑

え
た
り
、
ト
イ
レ
の
水
の
使
用

量
を
減
ら
す
擬
音
装
置
を
導
入

す
る
総
合
的
な
省
エ
ネ
策
を
提

案
。
優
先
交
渉
権
者
に
選
ば
れ

た
後
は
、
施
設
を
実
際
に
利
用

す
る
担
当
者
な
ど
か
ら
、
省
エ

ネ
に
つ
な
げ
ら
れ
る
意
見
・
要

望
を
聞
き
、
優
先
順
位
の
高
い

順
に
対
応
し
た
。

京
和
ガ
ス
は
１２
年
４
月
か
ら

保
健
セ
ン
タ
ー
の
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
事

業
を
実
施
。
そ
の
後
も
五
つ
の

Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
事
業
に
応
募
し
、
現

在
は
市
役
所
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

プ
ラ
ザ
、森
の
図
書
館
、地
域
福

祉
セ
ン
タ
ー
、
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
な
ど
計
１２
の
施
設
で
空
調

設
備
等
に
関
す
る
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
事

業
を
担
っ
て
い
る
。

「
事
業
の
詳
細
を
自
治
体
と

民
間
事
業
者
が
協
議
し
て
決
め

る
新
し
い
事
業
に
対
応
す
る
こ

と
で
、
電
気
設
備
や
建
築
関

連
、
照
明
設
備
な
ど
、
都
市
ガ

ス
事
業
で
は
経
験
し
て
こ
な
か

っ
た
総
合
力
が
身
に
つ
く
と
い

う
メ
リ
ッ
ト
も
あ
っ
た
」
と
営

業
部
エ
ネ
ル
ギ
ー
営
業
グ
ル
ー

プ
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー
の
石
橋
和
明

氏
は
説
明
す
る
。

「
顔
の
見
え
る
地
元
企
業
に

手
を
挙
げ
て
頂
き
助
か
っ
た
。

い
ず
れ
の
事
業
も
、
求
め
た
成

果
は
確
実
に
出
て
い
る
」
と
枝

松
氏
は
話
す
。

―
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
導
入
の
狙
い

は
。公

共
施
設
の
空
調
設
備
の
老

朽
化
対
策
も
大
事
だ
が
、
公
立

小
中
学
校
の
建
物
の
老
朽
化
な

ど
も
進
ん
で
お
り
、
安
全
性
を

確
保
す
る
と
い
う

観
点
で
考
え
る

と
、
空
調
等
は
ど

う
し
て
も
優
先
順

位
が
低
く
な
る
。

と
は
い
え
、
更
新

は
必
要
で
あ
り
、
そ
の
費
用
を

ど
う
捻
出
す
る
か
。
そ
う
考
え

た
時
に
Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
事
業
を
活
用

す
る
ア
イ
デ
ア
が
生
ま
れ
た
。

―
設
備
管
理
等
に
民
間
事
業

者
の
知
見
を
積
極
的
に
生
か
し

て
い
る
。

従
来
は
市
が
民
間
事
業
者
に

発
注
し
た
い
内
容
を
事
前
に
細

か
く
決
め
て
か
ら
募
集
等
を
行

っ
て
い
た
。
し
か
し
、
何
も
か

も
、
枠
に
は
め
る
の
で
は
な

く
、
自
由
に
提
案
し
て
も
ら

い
、
さ
ら
に
行
政
と
民
間
事
業

者
が
と
も
に
協
議
し
た
方
が
よ

い
ア
イ
デ
ア
が
生
ま
れ
る
。
こ

れ
に
よ
っ
て
行
政
と
民
間
事
業

者
が
互
い
に
ウ
ィ
ン
―
ウ
ィ
ン

の
関
係
を
構
築
で

き
る
。

流
山
市
は
つ
く

ば
エ
ク
ス
プ
レ
ス

の
開
業
後
、
人
口

は
増
加
し
て
い

る
。
し
か
し
長
期
的
に
は
、
今

後
も
増
え
て
い
く
と
は
考
え
に

く
い
。
今
か
ら
対
応
し
て
い
か

な
い
と
手
遅
れ
に
な
る
。
人
口

減
少
等
に
対
応
し
て
い
く
た
め

に
は
、柔
軟
な
発
想
が
重
要
だ
。

地
域
に
根
差
し
た
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
業
者
で
あ
る
都
市
ガ
ス
事
業
者
へ
の
地
元
自
治
体
の
期
待
は
大
き
い
。
多
く
の
都
市
ガ
ス
事
業
者
は
、
自
治
体
が
行
う
環
境
・

エ
ネ
ル
ギ
ー
関
連
事
業
に
助
言
し
て
い
る
上
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
分
野
以
外
の
福
祉
や
防
災
な
ど
、
幅
広
い
政
策
で
協
力
・
連
携
し
て
い
る
。
ガ
ス
事
業
者
と
自
治
体
は

地
域
づ
く
り
の
パ
ー
ト
ナ
ー
と
い
う
関
係
だ
。
今
回
は
、
先
行
事
例
と
し
て
京
和
ガ
ス
と
千
葉
県
流
山
市
、
日
本
海
ガ
ス
と
富
山
市
の
取
り
組
み
を
紹
介
す
る
。

流
山
市
の
も
う
一
つ
の
取
り

組
み
が
「
事
業
者
提
案
制
度
」

だ
。

市
が
新
た
な
財
政
支
出
を
必

要
と
し
な
い
形
で
、
民
間
事
業

者
か
ら
、
市
の
土
地
建
物
等
を

活
用
す
る
ア
イ

デ
ア
を
提
案
し

て
も
ら
う

も

の
。
提
案
が
採

用
さ
れ
る
と
、

両
者
が
詳
細
な

協
議
を
行
っ
た

の
ち
、
随
意
契

約
を
結
ん
で
事

業
化
す
る
。

Ｅ
Ｓ
Ｃ
Ｏ
事

業
を
通
じ
、
市

と
の
つ
な
が
り

を
強
め
て
い
た
京
和
ガ
ス
は
、

こ
の
制
度
を
活
用
し
、
市
内
の

小
中
学
校
等
の
屋
根
を
借
り
、

太
陽
光
発
電
設
備
を
設
置
し
て

売
電
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
提

案
し
、
採
用
さ
れ
た
。

こ
れ
ま
で
に
２９
施
設
に
設

置
。
発
電
容
量
は
計
７
９
０
!

に
上
る
。
京
和
ガ
ス
は
学
校
に

賃
料
を
支
払
い
、全
量
売
電
し
、

収
益
を
生
み
出
し
て
い
る
。

一
方
、
学
校
に
と
っ
て
も
、

屋
根
貸
し
収
入
が
得
ら
れ
る
ほ

か
、
再
エ
ネ
事
業
を
展
開
す
る

こ
と
に
よ
る
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ

効
果
も
得
ら
れ
る
。

京
和
ガ
ス
の
橋
宏
和
取
締
役

営
業
部
長
は
「
こ
う
し
た
経
験

を
基
に
、
今
後
も
市
の
発
展
に

貢
献
で
き
る
、
さ
ま
ざ
ま
な
提

案
を
行
っ
て
い
き
た
い
」
と
話

す
。現

在
、
流
山
市
の
施
設
管
理

に
つ
い
て
全
国
の
自
治
体
が
視

察
に
訪
れ
て
い
る
と
い
う
。
今

後
、
人
口
減
少
時
代
の
課
題
解

決
に
民
間
事
業
者
の
力
を
活
用

し
よ
う
と
い
う
機
運
が
高
ま
る

可
能
性
も
あ
り
そ
う
だ
。

▼本社＝千葉県流山市▼設立＝

1972 年▼社長＝海老原新蔵▼

供給区域＝流山市、柏市の一部

▼需 要 家 件 数＝5万 3721 件

(2017 年度）▼グループ会社＝

ガス器具販売、リフォーム等を

手掛ける京和住設

■■■ 自治体と連携 ■■

京和ガスのプロフィール

枝松氏

出所：流山市の資料を基に作成

流山市の保健センター

石橋氏

流山市の ESCO 事業の仕組み

29 施設に太陽光発電設備を設置

民
間
の
ア
イ
デ
ア
生
か
す

橋取締役

柔
軟
な
発
想
が
重
要

省
エ
ネ
・
環
境
都
市
で
協
力

地
域
づ
く
り
の
パ
ー
ト
ナ
ー
に
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